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見学受け入れ事業所

見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か

介
護
の
職
場

市
は
、
介
護
の
職
場
へ
の
就
職
の

き
っ
か
け
づ
く
り
に
し
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
介
護
の
職
場
見
学
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

見
学
受
け
入
れ
事
業
所
は
左
表
の

通
り
。
見
学
日
時
は
伊
丹
市
介
護
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
相
談
・
調
整
の
上

決
定
し
ま
す
。

'
社
会
福
祉
事
業
団
内
、
伊
丹
市

介
護
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
!

７８４
・
９
９

８
７
へ
。

◆
介
護
に
関
す
る
入
門
的
研
修
を
実

施

１０
月
６
日
㈬
午
後
１
時
、
東
リ

い
た
み
ホ
ー
ル
で
。

内
容
は
▽
介
護
保
険
制
度
の
概
要

▽
介
護
・
認
知
症
の
予
防
に
使
え
る

体
操
―
―
な
ど
、
介
護
に
関
す
る
基

本
的
な
知
識
・
技
術
を
学
び
ま
す
。

対
象
・
定
員
は
介
護
未
経
験
者
３０

人
。
無
料
。

'
９
月
２４
日
ま
で
に
市
介
護
保
険

課
!

７８４
・
８
０
３
７
へ
。
先
着
順
。

◆
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座
を

開
催

日
時
・
内
容
な
ど
は
次
の
通

り
。【

日
時
・
内
容
】
▽
１０
月
６
日
〜

来
年
３
月
１６
日
の
水
曜
午
後
６
時
半

$
※
基
礎
課
程
▽
１０
月
１４
日
〜
来
年

３
月
１７
日
の
木
曜
午
前
１０
時
$
入
門

課
程
。い
ず
れ
も
全
２０
回
【
会
場
】
ア

イ
愛
セ
ン
タ
ー
【
対
象
・
定
員
】
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
（
※
は
手
話

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座
（
入
門
課

程
）
講
座
受
講
済
み
の
人
）
各
２０
人

【
受
講
料
】無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）。

'
９
月
２３
日
ま
で
に
電
話
で
ア
イ

愛
セ
ン
タ
ー
!

７７２
・
０
２
２
１
（
フ

ァ
ク
ス
７８０
・
２
８
９
７
も
可
）
へ
。

先
着
順
。

◆
高
齢
者
実
態
調
査
を
実
施

高
齢

者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
住
民
の

福
祉
の
問
題
な
ど
を
改
善
す
る
た

め
、
民
生
委
員
が
健
康
状
態
や
見
守

り
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
調
査
を

次
の
通
り
行
い
ま
す
。

▽
調
査
期
間
$
９
月
１
日
〜
１０
月

２０
日
▽
対
象
$
１
人
暮
ら
し
の
６９
歳

以
上
と
、
※
要
援
護
高
齢
者
（
寝
た

き
り
、
認
知
症
な
ど
に
よ
り
日
常
生

活
に
見
守
り
な
ど
の
支
援
を
要
す
る

人
）
。
１
人
暮
ら
し
で
は
な
い
が
※

に
該
当
し
、
生
活
に
不
安
を
感
じ
て

い
る
人
は
連
絡
を
。

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
!

７８７

・
６
７
９
７
、
市
地
域
・
高
年
福
祉

課
!

７８４
・
８
０
９
９
。
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&
%
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%
&
%
&
%
&
%
&
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&
%
&
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&
%
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%
&
%
&
%
&
%
&
%
&
%
&

か
き

も
り

柿
衞
文
庫

は
、
郷
土
伊
丹

の
偉
大
な
俳
人

・
上
島
鬼
貫
を

顕
彰
す
る
俳
句

コ
ン
ク
ー
ル

「
第
３１
回
鬼
貫

顕
彰
俳
句
」
の

受
賞
者
を
選
出

し
ま
し
た
。

小
学
校
〜
高

等
学
校
の
部
の

４
部
門
に
計
１

万
３
千
７９５
句
の

応
募
が
あ
り
、
鬼
貫
賞
４
句
、
佳
作

４０
句
、
入
選
１７３
句
が
決
定
し
ま
し

た
。一

般
の
部
は
全
国
か
ら
１
千
２５６
句

の
応
募
が
あ
り
、
鬼
貫
賞
３
句
、
入

選
１５
句
が
決
定
し
ま
し
た
。

鬼
貫
賞
各
部
の
作
品
と
作
者
は
次

の
通
り
（
敬
称
略
）。

【
小
学
校
低
学
年
の
部
】
「
か
し

わ
も
ち
か
す
た
ね
っ
と
に
に
て
い
る

ね
」
三
好
結
依
名
（
神
津
小
１
年
）。

【
小
学
校
高
学
年
の
部
】
「
夕
立

を
一
人
で
あ
び
る
す
べ
り
台
」
斧
宏

砥
（
鈴
原
小
４
年
）。

【
中
学
校
の
部
】
「
水
筒
が
カ
ラ

ン
と
鳴
っ
て
梅
雨
明
け
る
」
吉
本
静

穂
（
松
崎
中
３
年
）。

【
高
等
学
校
の
部
】
「
南
風
ひ
ら

き
っ
ぱ
な
し
の
参
考
書
」
木
下
く
る

み
（
伊
丹
北
高
１
年
）。

【
一
般
の
部
】
「
初
蝶
や
未
だ
不

揃
ひ
の
野
辺
の
も
の
」
志
村
美
好（
埼

玉
県
所
沢
市
）。「
山
峡
の
風
湧
く
音

や
山
桜
」
笹
野
邦
子
（
石
川
県
野
々

市
市
）。「
商
ひ
は
始
末
才
覚
ち
や
ん

ち
や
ん
こ
」
古
田
几
城
（
大
阪
市
）。

◎
「
伊
丹
一
句
の
日
」
特
選
作
品
を

発
表

柿
衞
文
庫
は
、
「
伊
丹
一
句

（
１９
）
の
日
」
４
〜
６
月
分
の
入
賞

作
品
を
決
定
し
ま
し
た
。

４
〜
６
月
の
３
カ
月
間
に
計
２
千

１２９
句
の
投
句
が
あ
り
、
特
選
３
句
、

入
選
５７
句
、
佳
作
４０
句
が
決
定
し
ま

し
た
。

各
月
の
特
選
作
品
と
作
者
は
次
の

通
り
（
敬
称
略
）。

【
４
月
分
】
「
飯
蛸
の
み
な
ひ
ょ

う
き
ん
に
茹
で
上
が
る
」岸
下
庄
二
。

【
５
月
分
】
「
宇
宙
船
見
た
夜
芍

薬
が
散
っ
た
」
赤
窄
結
。

【
６
月
分
】
「
こ
い
の
ぼ
り
マ
ス

ク
し
な
い
で
く
ち
あ
け
る
」
喜
多
香

菜
美
。

入
賞
作
品
は
同
文
庫
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
発
表
。

◎
「
柿
衞
文
庫
名
品
に
み
る

芭
蕉

―
不
易
と
流
行
と
」
を
開
催

１０
月

２
日
〜
１２
月
５
日
、
永
青
文
庫
（
東

京
都
文
京
区
）
で
、
柿
衞
文
庫
が
所

蔵
す
る
芭
蕉
の
名
品
を
一
堂
に
公
開

し
、
芭
蕉
の
俳
諧
風
雅
の
精
神
で
あ

る
「
不
易
流
行
」
に
迫
る
展
覧
会
を

開
催
し
ま
す
。

入
館
料
は
中
学
生
以
下
無
料
、
大

学
・
高
校
生
５００
円
、
一
般
千
円
、
７０

歳
以
上
８００
円
。

同
展
覧
会
期
間
中
、
和
敬
塾
（
東

京
都
文
京
区
）
な
ど
で
関
連
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
同
文

庫
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を
。

＊

＊

問
柿
衞
文
庫
!

７８２
・
０
２
４
４
。

◆
古
代
民
俗
講
座
「
花
の
民
俗
と
文

化
」
を
開
催

１０
月
６
〜
２７
日
の
水

曜
（
全
４
回
）
午
後
１
時
半
、
東
リ

い
た
み
ホ
ー
ル
で
。

古
代
民
俗
研
究
所
の
大
森
亮
尚
さ

ん
を
講
師
に
迎
え
、
キ
ク
・
ユ
リ
・

ツ
バ
キ
な
ど
の
花
に
つ
い
て
民
俗
と

文
化
の
面
か
ら
探
り
ま
す
。

定
員
２５
人
。
受
講
料
４
千
円
（
１

回
各
１
千
５００
円
）。

'
９
月
１
日
か
ら
電
話
で
市
教
委

社
会
教
育
課
文
化
財
担
当
!

７８４
・
８

０
９
０
へ
。
先
着
順
。
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伊
丹
広
報
０
９
０
１
０
３

３
面

尚
❶
尚
❷
井
❸
井
❹
井
❺
尚
❻
井
❼
井
❽
尚

商
工
業
振
興
委
員
会

委
員
を
募
集

市
は
、
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て

の
調
査
・
研
究
・
提
言
を
行
う
委
員

２
人
を
次
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格
$
市
内
在
住
・
在
勤

の
２０
歳
以
上
で
平
日
の
会
議
に
参
加

で
き
る
人
▽
任
用
期
間
$
委
嘱
日
〜

令
和
５
年
４
月
３０
日
。
報
酬
あ
り
。

'
用
紙（
様
式
自
由
）に
住
所
、
氏

名
、年
齢
、経
歴
、電
話
番
号
、応
募
動

機（
８００
字
程
度
）を
書
い
て
、９
月
２４
日

午
後
５
時
ま
で
に
直
接
か
郵
送
（
必

着
）で
〒
６６４
・
８
５
０
３
伊
丹
市
役
所

商
工
労
働
課（
!

７８４
・
８
０
４
７
）へ
。

◆
市
公
設
市
場
指
定
管
理
者
を
募
集

市
は
、
来
年
４
月
１
日
か
ら
市
公
設

市
場
の
指
定
管
理
者
と
な
る
民
間
事

業
者
を
募
集
し
ま
す
。

申
請
受
付
期
間
は
９
月
１
日
〜
１０

月
１
日
。
同
期
間
中
、
市
役
所
６
階

の
農
業
政
策
課
で
募
集
要
項
を
配
布

し
ま
す
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）。

問
募
集
要
項
の
配
布
や
申
請
受
け

付
け
に
つ
い
て
は
市
農
業
政
策
課
!

７８４
・
８
０
５
０
、
指
定
管
理
者
制
度

に
つ
い
て
は
市
経
営
企
画
課
!

７８４
・

８
０
２
７
。

◆
令
和
３
年
社
会
生
活
基
本
調
査
を

実
施

総
務
省
統
計
局
は
、
１０
月
２０

日
を
基
準
と
し
、
社
会
生
活
基
本
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

同
調
査
は
、
対
象
者
が
１
日
の
う

ち
ど
れ
だ
け
の
時
間
を
仕
事
・
家
事

・
地
域
で
の
活
動
な
ど
に
費
や
し
て

い
る
か
な
ど
を
調
査
し
、
仕
事
と
生

活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
）
の
推
進
や
少
子
高
齢
化
対
策

な
ど
の
政
策
に
必
要
な
基
礎
資
料
を

得
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

９
月
上
旬
か
ら
調
査
地
域
を
調
査

員
が
巡
回
し
、
１０
月
上
〜
中
旬
に
調

査
対
象
世
帯
を
訪
問
し
ま
す
。
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
員
は
必
ず
調
査
員
証
を
持
っ

て
い
ま
す
。
同
調
査
で
は
費
用
な
ど

を
請
求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
県
統
計
課
!

０７８
・
３６２
・
４
１
２
７
。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
出
張
申
請

サ
ポ
ー
ト

市
は
、
９
月
１
日
㈬
・

２
日
㈭
の
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

（
受
け
付
け
は
午
後
４
時
半
ま

で
）、
イ
ズ
ミ
ヤ
昆
陽
店
（
池
尻
１
）

で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申

請
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

定
員
各
１００
人
（
当
日
、
番
号
札
を

配
布
）
。
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免

許
証
・
健
康
保
険
証
な
ど
）
と
個
人

番
号
通
知
カ
ー
ド
な
ど
を
持
っ
て
当

日
直
接
、
会
場
へ
。
先
着
順
。

出
来
上
が
っ
た
カ
ー
ド
は
、
後
日

市
役
所
で
交
付
し
ま
す
。

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
申

請
・
交
付

９
月
５
・
１２
・
２６
日
の

日
曜
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
、
市
役

所
１
階
の
市
民
課
１
番
窓
口
で
。

◎
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
予
約
・
申
し

込
み
は
お
早
め
に

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
の
予
約
・
申
し
込
み
は
１２
月
３１
日

ま
で
で
す
。

対
象
は
４
月
３０
日
ま
で
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
た
人
。

▽
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
ア
プ
リ
▽
市
役
所
１
階
の
市

民
課
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
窓
口
▽
出
張
申

請
サ
ポ
ー
ト
会
場
―
―
で
申
し
込
み

を
。

＊

＊

問
市
市
民
課
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
担
当

!

７８４
・
８
１
２
１
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
関
連
情
報

予
約
が
ま
だ
の
人
は
お
早
め
に

若
年
層
を
中
心
に
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
急
拡
大
し

て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
す
る
こ
と
で
、
感
染
症

の
発
症
予
防
や
重
症
化
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
は
、１２
歳
以
上
の
人（
１２
歳
は

誕
生
日
を
迎
え
た
翌
月
）に
接
種
券

を
発
送
し
て
い
ま
す
。
接
種
を
希

望
す
る
人
は
早
め
に
予
約
を
（
１２

〜
１５
歳
の
接
種
は
保
護
者
同
伴
）。

予
約
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

今
後
の
予
約
可
能
な
会
場
や
予

約
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

予
約
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
市
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
!

７６４
・
７
８
３
５
へ
。

妊
婦
と
そ
の
家
族
は
接
種
を

妊
娠
後
期
で
の
感
染
が
重
症
化
に

つ
な
が
り
や
す
い
こ
と
や
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
よ
る
副
反
応
は
一
般
の
人

と
差
が
な
い
こ
と
か
ら
、
日
本
産
科

婦
人
科
学
会
な
ど
は
妊
婦
に
対
し
、

時
期
を
問
わ
ず
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
推

奨
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
妊
婦
の
感
染
者
の
８
割
が

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
感
染
の
た

め
、
妊
婦
の
家
族
に
つ
い
て
も
積
極

的
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
検
討
し
て
く

だ
さ
い
。

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
・
副
反
応

ワ
ク
チ
ン
に
は
、
重
症
化
や
発
熱

・
咳
な
ど
の
症
状
が
出
る
こ
と
を
防

ぐ
効
果
が
あ
る
一
方
で
、
接
種
後
の

副
反
応
と
し
て
接
種
部
位
の
痛
み
、

頭
痛
・
倦
怠
感
、
筋
肉
痛
な
ど
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
く
ま

れ
に
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
（
急
性
の

ア
レ
ル
ギ
ー
）
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。過

去
に
重
い
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
を

経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
、
必
ず

接
種
会
場
で
３０
分
間
様
子
を
み
て
く

だ
さ
い
。

＊

＊

問
市
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

推
進
班
!

７６４
・
５
８
７
０
。

いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾
受講生を募集

１０月１日～１２月８日の午前１０
時（全１０回）、東リ いたみホー
ルで。
▷履歴書の書き方▷面接対策
▷ビジネスマナー▷パソコンの
使い方――などを学びます。１２
月～来年３月に職場体験実習、
合同就職面接会あり。
対象・定員は市内在住のおお
むね５０歳以下２０人。無料。
!宝塚NPOセンター!０７９７

－８５－７７６６へ。先着順。
一時保育あり（無料。要予

約）。

所在地

荒牧南１

荒牧南３

池尻６
鋳物師３

鋳物師５

奥畑２

鴻池５

御願塚８
昆陽泉町１

千僧５

西台５

瑞ケ丘４
南野１
南野北３

森本１

事業所

陽だまりの家（えすぷり）
のびのび倶楽部
Tryus（トライアス伊丹）
デイサービスJOYトレ
オアシス伊丹池尻
デイサービス笑楽北伊丹
医療法人晴風園 伊丹せいふう
病院（訪問看護・訪問リハビリ）
デイホームありがとう
コミュニティスタジオ 奏
音（かのん）
グループホームこころあい伊丹
かわぐちデイサービス
ウェルフェアー千僧デイサ
ービスセンター
ステップ バ イ ステップ

STEP BY STEP

アップデイサービス瑞ケ丘
㈲ケア・サポート・モリ
ありがとうデイサービス
協同の苑ケイ・メゾンとき
めきデイサービス


